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飯田風越高校スピーチコンテストは本校普通科・国際教養
科１・２年生の応募者によるレシテーション部門（課題文の
朗読 1人３分）とスピーチ部門（原稿とスライドを作成し
発表 １人４分）、および中学生スピーチ部門（原稿を作成
し発表 1人３分）があります。今年度から平日開催となり
ましたが，中学生は昨年と同様、近隣８校より参加していた
だきました。
総勢100名ものオーディエンス、審査員を前に参加者は

みな堂々としたパフォーマンスを披露しました。いずれも
「英語が好きで思いを表現したい」ことが伝わってくる素晴
らしい内容でした。今年度は国際教養科３年生が運営スタッ
フとしてMCや記録撮影などを担当してくれました。今後も
学校全体でより良いスピーチコンテストを作り上げていきた
いと思います。
＜参加者感想＞
「初めてレシテーションに挑戦して、英文を丸々覚えるこ

とや、イントネーション、発音にかなり苦戦しました。本番
はとても緊張したけど、結果として賞をもらうことができた
ので嬉しかったです。」

「本番前はとても緊張し、覚えた文をすべて忘れてしまう
のではないかととても不安でしたが、本番では練習の成果を
発揮でき、優勝することができてとても嬉しいです。ご指導
いただいた先生方に感謝しつつ、これからも様々なことに
チャレンジし、英語力を高めていきたいと思います。」

Speech Contest 12月9日

１月12日の「Fの学びの時間」に、普通科の生徒が探究学習の発表会
を行いました。１学期には外部講師の方からテーマの決め方を学び、８
月には発表の仕方についてのレクチャーを校内の講師から受けました。
生徒たちはグループごとにテーマを決め、時間を見つけてテーマについ
て知識を深めていきました。今回の発表は、ポスターセッションの形を
とりました。ポスターセッションとは、A0サイズの大きな紙に発表し
たいことを載せていくもので、研究発表の最初のステップです。大学院
などでもまずはポスターを自分の研究を紹介します。教室に色とりどり
のポスターで並ぶ中、生徒は分かりやすく工夫されたものを選びました。
今回のセッションで選ばれたグループは、２月９日の本発表に向けて

スライドを使った方式での発表準備を進めています。

２年学習発表会 1月12日


